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 松山の愛光学園は、東大・京大への多数の合格者を誇る中高一貫の“ザ・名

門校”。同校の第９期卒業生たる私が１９６４年に映画館で観たのが、セルジ

オ・レオーネ監督の『荒野の用心棒』。そこで、あの音楽、あのガン捌き、あ

の映画にゾッコン！それは一体なぜ？ 

クラシック音楽の素養を身につけたエンニオ・モリコーネにとって、映画音

楽は邪道とは言えないまでも、所詮はワキ道！ところが、世界中で次々と彼の

映画音楽が大ヒットしていくと・・・。 

小学校時代の旧友だったセルジオ・レオーネ監督に続いて、３０歳近く若い

ジュゼッペ・トルナトーレ監督が『ニュー・シネマ・パラダイス』（８８年）

以降は、全作品でタッグを組む盟友に。モリコーネは「ジュゼッペが撮るなら

やってもいいが、彼以外ならダメだ」と述べて、本作の監督を彼に委ねること

に。 

映画音楽は素晴らしい。あの名作、この名作の、あのシーン、このシーンが

映画音楽と共に次々と！モリコーネの映画音楽の素晴らしさを、本作でたっぷ

り堪能しよう。 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■高校時代、あの音楽あのガン捌き、あの映画にゾッコン■□■ 

日本の高度経済成長とテレビの普及が始まったのは、１９５９年４月の皇太子殿下と美

智子様のご成婚と１９６４年１０月の東京オリンピック開催を契機としたものだ。その当

時、日本のTV上では「幌馬車隊」や「ボナンザ（カートライト兄弟）」等の人気西部劇が

大人気だった。私は「隊長アダムスの指揮の下、時には憎しみまた愛し合い・・・」と歌

う主題歌や、「ホールドアップ、ホールドアップ、ボナンザ・・・」と歌う主題歌を今でも
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よく覚えている。他方、映画館では本場感タップリのさまざまな西部劇が次々と上映され、

そこでは西部劇の男、ジョン・ウェインの圧倒的な存在感が際立っていた。 

そんな時代状況の中で、１９６４年４月に高校１年生になった私が映画館で見たのが『荒

野の用心棒』（６４年）。当時、カレーライスやチャーハンは一般的になっていたが、フラ

ンス料理はもとより、マカロニやスパゲッティ等のイタリア料理はまだ珍しかった。そん

な時代、いきなり“マカロニ・ウエスタン”が大ヒット！その要因は、それまでの本格的

西部劇とは全く異質な、若き日のクリント・イーストウッド演じるニヒルかつ非情なガン

マンを主人公にしたストーリー構成が第一だが、もう一つ大きな理由は、口笛を交えたあ

の音楽にある。そこで一躍有名になったのが、イタリア生まれの音楽家エンニオ・モリコ

ーネだ。同作は彼が１９２９年生まれの小学校時代の旧友、セルジオ・レオーネ監督と再

会したことによって誕生したが、以降モリコーネが作る映画音楽は大ヒット！しかし、本

作を見れば、モリコーネが映画音楽だけでなく、クラシックの分野でもすごい音楽家だっ

たことを、はじめて知ることに。 

■□■ジュゼッペが撮るならやってもいいが、彼以外ならダメ■□■ 

イタリア映画はフランス映画ともドイツ映画とも違う独特な雰囲気と面白さを持ってい

る。その代表の１つがイタリアのシチリア生まれのジュゼッペ・トルナトーレ監督の『ニ

ュー・シネマ・パラダイス』（８８年）（『シネマ１３』３４０頁）だ。 

モリコーネは同作の映画音楽ではじめてジュゼッペ・トルナトーレ監督とタッグを組ん

だ。１９２８年生まれのモリコーネと１９５６年生まれのジュゼッペ監督は３０歳近く年

が離れているのに、以降、ジュゼッペ監督作品の音楽はすべてモリコーネがタッグを組ん

でいるから、この２人はよほど気が合ったらしい。モリコーネが最も信頼する監督は小学

校時代の旧友で、共に『荒野の用心棒』を世に送り出したセルジオ・レオーネ監督だが、

それと並ぶ信頼を置いているのが、ジュゼッペ監督だ。 

モリコーネのドキュメンタリー映画を作ろうと企画したのは若い２人のプロデューサー

だが、モリコーネにその気があるかどうかを尋ねると、モリコーネは、「ジュゼッペが撮る

ならやってもいいが、彼以外ならダメだ」と答えたそうだ。そう聞いたジュゼッペ監督が

本作の監督を快諾したのは当然。以降、本作のアイデアはトントン拍子で進んだらしい。

そこで、最初にジュゼッペ監督がプロデューサーに頼んだのは、実際の映像を使うことだ

った。そのため、本作では、懐かしいあのシーン、このシーンが、モリコーネ音楽と共に

ふんだんに登場することに。 

■□■主題曲、サントラ、テーマ、序曲あれこれ！主題歌も！■□■ 

 私のiPodにダウンロードされている資料①の「淀川長治 映画音楽館」CD全１０巻は、

私が大腸ガンで入院した２０１５年９月と胃ガンで入院した２０１６年１１月に大いに役

立った。それは、入院期間中ずっとベッドで流し続けていたからだ。『エデンの東』から始

まるそれは、今も私が眠る時に、中国語単語帳や中国語の NHK ラジオ講座らと共に、い
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つも iPodから流れている。 

映画音楽には、①『エデンの東』（５５年）や『太陽がいっぱい』（６０年）、『ひまわり』

（７０年）等の主題曲、②『ウエスト・サイド物語』（６１年）、『サウンド・オブ・ミュー

ジック』（６５年）等のサウンドトラック（サントラ）、③『風と共に去りぬ』（３９年）の

「タラのテーマ」や『ドクトル・ジバゴ』（６５年）の「ララのテーマ」、『ロッキー』シリ

ーズの「ロッキーのテーマ」等のテーマ曲、④『ベン・ハー』（５９年）の「ベン・ハー序

曲」等の序曲、そして『００７／ゴールドフィンガー』（６４年）、『００７／ロシアより愛

を込めて』（６３年）等の主題曲等、さまざまなものがある。ちなみに『卒業』（６７年）

の「サウンド・オブ・サイレンス」や「ミセス・ロビンソン」、『明日に向かって撃て！』（６

４年）の「雨にぬれても」等は劇中の挿入歌だ。 

「淀川長治 映画音楽館」はそれらを含めた合計１８７曲が収録されているから、その

充実ぶりはすごい。そこには当然本作の「さすらいの口笛」や『死刑台のメロディ』（７１

年）でジョーン・バエズが歌った「勝利への讃歌」等も収録されている。それらを聴いて

いると、あの映画のあのシーン、このシーンと共にあの音楽、この音楽が。 

資料① 
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■□■本作に登場する映画は？■□■ 

 本作に登場する映画は資料②のとおりだ。 

資料② 

【『モリコーネ 映画が恋した音楽家』パンフレットより】 
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■□■本作に登場する映画音楽は？■□■ 

 本作に登場する映画音楽は資料③のとおりだ。 

   資料③ 

【『モリコーネ 映画が恋した音楽家』パンフレットより】 
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■□■交友の広さにビックリ！■□■ 

 本作のパンフレットには、「絆、屈辱、映画音楽のリベンジ…… 『モリコーネ 映画が

恋した音楽家』について」と題する、前島秀国氏（サウンド＆ヴィジュアルライター／本

編字幕監修）のREVIEWがある。そこでは冒頭、「音楽が“運命”になると思っていなか

った。私は医者になりたかったが“トランペットを学べ”と父が言い、私を音楽院に入学

させた。トランペット奏者にすると決めたのは父だ」と書かれているが、これは本作の字

幕に登場するもので、モリコーネ自身の本心を語ったものらしい。それによると、音楽は

モリコーネが本来望んだ仕事でなかったことは確かだし、それ以上に、映画音楽は彼が本

来望む仕事でなかったというのが面白い。まさに、“運命の皮肉”とはこのことを言うのだ

ろう。前島氏のレビューは、そんな視点で映画音楽に偉大な功績を残したモリコーネのこ

とを、そして本作のことをレビューしているので、これは必読！さらにパンフレットには、

「“乾いた”前衛と“泣ける”メロディが共存する世界」と題する富貴晴美氏（作曲家・ピ

アニスト）のCOLUMNと「語り切れないモリコーネの足跡」と題する江守功也氏（映画

音楽ライター）のCOLUMNがあり、これも必読だ！ 

私は２５歳で弁護士登録してからもうすぐ５０年になるが、弁護士一筋ではなく、２０

０１年からは映画評論家活動を始め、今や“二足のわらじ”が定着している。また、弁護

士としての法廷活動は今はほとんどなくなったが、執筆活動はますます増えている。さら

に、２００１年からはじめた中国旅行以降の中国関連の仕事、遊び、交流は、どんどん広

がっている。このように、私の活動領域もあっちこっちに広がっているから、それにつれ

て交友関係も広がっている。しかし、これだけ多くの回り道（？）をしながら、映画音楽

で偉大な功績を残したモリコーネの人脈は驚くほど広い。そこで、本作のパンフレットに

載っている CHARACTERS を、資料④－１～３として転載しておきたい。また、本作に

登場するCHARACTER LISTは、資料⑤のとおりだ。 

２０２３（令和５）年２月１日記 
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資料④－１ 【『モリコーネ 映画が恋した音楽家』パンフレットより】 
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資料④－２ 【『モリコーネ 映画が恋した音楽家』パンフレットより】 
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資料④－３ 【『モリコーネ 映画が恋した音楽家』パンフレットより】 
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資料⑤ 【『モリコーネ 映画が恋した音楽家』パンフレットより 


